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【背景】 

 ２型糖尿病の治療においては、食事療法と並んで運動療

法が重要です。多忙な生活の中で運動のための時間の創出

は困難ですが、通勤に運動を取り入れることで、継続的な

運動習慣を確立できる可能性があります。 

【意義】 

 E-BIKE は、本体と携帯端末を Bluetooth で接続し、専用

のアプリケーションを用いることで運動強度をモニタリン

グすることが可能です。この機能により無理なく安全に、

継続的に運動療法を行うことができます。運動療法は血糖

だけでなく、血圧や脂質などの改善効果も期待されます。

個人の健康度が上がることで労働生産性の向上が期待でき、

ひいては職場の健康経営にも繋がる可能性があります。 

 

 
本研究の詳細は株式会社 raise のプレスリリースをご参照ください。 

 
【お問い合わせ】 キャンパスライフ・健康支援センター 准教授 山本 紀子 

                                                  TEL：092-802-5124   

                                                   Mail： mtbooksn@chc.kyushu-u.ac.jp 

 

自転車通勤で糖尿病の改善を促進！ 

通勤に E-BIKE を使用し２型糖尿病の血糖改善効果の実証実験を開始 

九州大学キャンパスライフ・健康支援センターでは、通勤手段と

してE-BIKEを導入することによる２型糖尿病の血糖改善効果の実証

実験を行います。E-BIKE とは、踏み込み強度を効率的にフィードバ

ックするアシスト制御機能が付いた高機能電動アシスト自転車で

す。この研究は、本学と（株）raise との共同研究で、福岡市実証実

験フルサポート事業に採択されました。対象者は、本学伊都キャン

パス勤務教職員および福岡市職員のうち、２型糖尿病で治療中の方

です。本研究では、参加者に E-BIKE を無償で貸与し、血糖の状態な

どを毎月ご報告いただき、糖尿病の改善効果を検証します。 

研究者からひとこと： 

糖尿病の治療は長期に渡る

ため、治療のモチベーション維

持が困難なことがあります。 

E-BIKE を用いた通勤で日常

生活に無理なく運動を取り入

れることで、長期的に運動習慣

を続けることができ、血糖コン

トロールに好影響を与えるこ

とが期待されます。 

自転車通勤の様子（イメージ）▶ 
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